
多様性を尊重する社会づくりのためのアンケート

報告書

令和６年２月

与謝野町住民税務課



１ 調査の目的

与謝野町では、年齢や性別等の違い又は国籍の異なる文化的な違い、障害の

有無などの個性や特性の違いによらず、誰もが対等な立場であらゆる分野に

参画し、いきいきと自分らしく互いに支え合い、その力をいかんなく発揮す

ることができる社会づくりを進めています。

住民のみなさまのご意見をお伺いし、与謝野町の現状と課題を把握して必

要な取組に反映させるため、町内在住の15才以上の方から2,000人の方

を無作為で抽出し、アンケート調査を実施しました。

２ 調査の方法

（１）調査対象

15才以上の町民から2,000人を無作為抽出

（２）調査方法

郵送によるアンケート用紙の回収

アンケート用紙の二次元コードからWEB回答

ホームページ、LINE、データ放送に掲載の二次元コードによるWEB回答

（３）調査期間

令和5年１2月15日～令和６年１月１７日

３ 回収状況

アンケート用紙配布数 ２，０００件

郵送によるアンケート用紙回収数 546件

郵送によるアンケート用紙回収率 27.3％

WEB回答数 135件



＜１＞ 年齢・性別 回答数679 未回答2

＜２＞ 職業 回答数680 未回答1

１ 基本的事項

Q１.Q２ あなたの年齢と性別はどれにあてはまりますか

Q３ あなたの現在のお仕事は

50%
46%

43%
47%

45%
52%

47%
48%

50%
54%

55%
51%

55%
48%

52%
52%

0%
0%

2%
1%
0%
0%

1%
1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

15～19歳
20～29歳
30～39歳
40～49歳
50～59歳
60～69歳
70歳以上

全体

男 女 答えない その他

全体では、男性が４８％、女性が５２％となっています。

全体では、無職２６％、民間企業２３％、自営業１６％の順で多くなっています。男性では、
無職２８％、民間企業２７％、自営業２０％、女性は無職２４％、臨時雇い・パート２０％、
民間企業１９％の順で多くなっています。

4.6%

2.1%

6.3%

4.0%

9.2%

8.4%

14.1%

11.4%

15.0%

18.0%

16.9%

22.6%

33.4%

35.4%

0.5%

0.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和2年度国勢調査

全体

15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

0%

12%

20%

16%

0%

19%

27%

23%

0%

7%

12%

9%

0%

20%

8%

14%

0%

12%

0%

7%

0%

3%

3%

3%

50%

24%

28%

26%

50%

1%

0%

1%

0%

2%

1%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

答えない

女性

男性

全体

自営業（農林業・商工サービス業・建設業・自由業） 民間企業・団体に勤めている人（経営者・役員含む）
公務員・教員 臨時雇い・パート・派遣職員
家事専業 学生
無職 答えたくない
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回答数662 未回答19

２ 差別や偏見について ◆◆あなたのお考えをお聞きします◆◆

Q４ あなたは、年齢や性別、性に対する考え方の違い、国籍の異なる文化的な違いまたは障
害の有無などの個性や特性の違いによる差別や偏見があると思いますか

86%

59%

70%

69%

69%

64%

48%

60%

14%

22%

18%

18%

14%

16%

27%

20%

0%

19%

13%

12%

18%

20%

24%

19%

0%

0%

0%

1%

0%

1%

1%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

15～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳
60～69歳

70歳以上

全体

Q4.全体ある ない わからない 答えたくない

全ての年代、性別、職業で年齢や性別、性に対する考え方の違い、国籍の異なる文化的な違いまたは
障害の有無などの個性や特性の違いによる差別や偏見が「ある」の回答が一番多くなっています。

75%

61%

60%

25%

20%

20%

0%

18%

19%

0%

1%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

答えない

男性

女性

ある ない わからない 答えたくない

60%

69%

78%

62%

60%

83%

44%

67%

50%

20%

19%

11%

15%

26%

9%

27%

0%

31%

20%

13%

9%

22%

14%

9%
28%

33%

19%

1%

0%

2%
1%
0%

0%

1%

0%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自営業（農林業・商工サービス業・建設業・自由業）

民間企業・団体に勤めている人（経営者・役員含む）

公務員・教員

臨時雇い・パート・派遣職員

家事専業

学生

無職

答えたくない

その他

ある ない わからない 答えたくない
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回答数679 未回答2

Q５ あなたは、ご自身や身の回りで、差別や偏見を感じることがありますか

年齢別にみると、２０歳台で「よく感じることがある」の割合が２６％と一番多くなっています。又、
全年代を通して差別や偏見を感じる割合が約半数を占めます。

0%
26%

11%
8%

6%
9%

3%
7%

43%
22%
52%

46%
49%

39%
35%

41%

50%
33%

27%
36%

36%
41%

42%
39%

7%
7%

4%
4%

6%
4%

13%
8%

0%
11%

7%
5%

3%
6%
6%
6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

15～19歳
20～29歳
30～39歳
40～49歳
50～59歳
60～69歳
70歳以上

全体

Q5.全体よく感じることがある たまに感じることがある ほとんど感じることがない

まったく感じることがない わからない 答えたくない

50%

7%

6%

50%

38%

43%

0%

41%

37%

0%

8%

8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

答えない

男性

女性

よく感じることがある たまに感じることがある ほとんど感じることがない

まったく感じることがない わからない 答えたくない

5%

9%
8%

8%
2%

9%
5%

50%

0%

38%

41%
58%

41%
46%

39%
33%

33%
53%

42%
41%

33%
35%

39%
39%

40%
17%

41%

9%

6%

0%
9%

7%
4%

13%
0%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自営業（農林業・商工サービス業・建設業・自由業）

民間企業・団体に勤めている人（経営者・役員含む）

公務員・教員

臨時雇い・パート・派遣職員

家事専業

学生

無職

答えたくない

その他

よく感じることがある たまに感じることがある ほとんど感じることがない

まったく感じることがない わからない 答えたくない
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回答数314

Q６ Q５で「よく感じることがある」・「たまに感じることがある」を選んだ方にお聞きしま
す。どのような差別や偏見を感じることがありますか

全体的にみると、子どもに対してのハラスメント・いじめ（３５％）、障害者・外国人に対しての誹謗
中傷（３３％・２８％）が多い傾向にあります。

35%

22%

26%

13%

17%

22%

14%

24%

27%

26%

24%

28%

33%

22%

21%

23%

23%

33%

25%

17%

23%

1%

1%

1%

1%

1%

2%

3%

16%

23%

18%

25%

23%

19%

30%

3%

5%

7%

2%

6%

7%

8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子どもに対するもの

高齢者に対するもの

性別を理由としたもの

性自認・性的指向等を理由としたもの

外国人に対するもの

障害者に対するもの

下記以外

Q6.全体
ハラスメント（嫌がらせ）・いじめ 誹謗中傷 わからない 答えたくない ない その他

子どもに対するもの

高齢者に対するもの

性別を理由としたもの

性自認・性的指向等を理由としたもの

外国人に対するもの

障害者に対するもの

下記以外

0 20 40 60 80 100 120 140

9

16

21

8

21

26

13

81

90

82

78

94

121

35

119

73

80

43

55

81

22

ハラスメント（嫌がらせ）・いじめ 誹謗中傷 その他
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Q７ あなたは、次の差別や偏見に関して、特に町が取り組むべきことはなんだと考えますか

全体的にみると、相談窓口の整備、学校における教育、家庭における教育を取り組むべきと考える傾
向にあります。

22%

17%

17%

16%

17%

19%

12%

26%

16%

21%

19%

20%

22%

16%

9%

17%

14%

14%

15%

13%

17%

18%

24%

18%

19%

19%

19%

17%

14%

14%

14%

13%

14%

16%

11%

6%

7%

9%

9%

8%

8%

8%

4%

5%

7%

9%

7%

4%

18%

1%

0%

0%

0%

0%

0%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子どもに対するもの

高齢者に対するもの

性別を理由としたもの

性自認・性的指向等を理由としたもの

外国人に対するもの

障害者に対するもの

下記以外

Q7.全体家庭における教育 学校における教育 広報・啓発 相談窓口の整備
差別を受けた人への支援 法令等による規制 わからない 答えたくない

子どもに対するもの

高齢者に対するもの

性別を理由としたもの

性自認・性的指向等を理由としたもの

外国人に対するもの

障害者に対するもの

下記以外

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

345

214

244

214

239

320

37

409

201

304

266

288

372

52

142

214

202

199

208

225

54

278

311

267

259

272

329

55

217

182

206

176

198

268

35

101

96

124

117

117

141

26

12

6

6

6

4

4

5

その他 法令等による規制 差別を受けた人への支援

相談窓口の整備 広報・啓発 学校における教育

家庭における教育
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Q８ あなたは、次の言葉と意味について知っていますか

全体的にみると、SOGI、アウティング、アライに関して言葉も意味も知らない割合がとても多い傾向
にあります。

54%
45%

90%
92%

56%
60%

7%
66%

13%
4%

46%

28%
24%

5%
5%

22%
22%

12%
17%

8%
7%

31%

18%
30%

4%
2%

22%
17%

80%
16%

79%
89%

23%

0%
0%
1%
1%
0%
1%
1%
1%
1%
0%
0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
性的マイノリティ

LGBTQ
レズビアン

ゲイ
バイセクシュアル

トランスジェンダー
SOGI

カミングアウト
アウティング

アライ
パートナーシップ制度

Q8.全体言葉も意味も知っている 言葉は知っているが、意味は知らない
言葉も意味も知らない 答えたくない
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Q９ あなたのお考えやお気持ちにもっとも近いものはどれですか

全体的にみると、同性を好きになることの多様性及び、性別にとらわれない服装、ふるまいに対して
「そう思う」の割合がとても多い傾向にあります。

46%

6%

31%

15%

22%

13%

18%

26%

15%

28%

19%

16%

8%

25%

19%

15%

7%

24%

9%

17%

2%

3%

4%

12%

0%

0%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男の子は男らしく、女の子は女らしく育てるべきだ

家事や育児は女性がするべきだ

誰でも性別にとらわれない服装、ふるまいをする自由がある

同性を好きになることも性の多様性である

Q9.男性

12%

1%

52%

49%

21%

4%

22%

22%

24%

16%

14%

11%

20%

22%

6%

5%

22%

55%

4%

5%

1%

1%

2%

9%

1%

1%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男の子は男らしく、女の子は女らしく育てるべきだ

家事や育児は女性がするべきだ

誰でも性別にとらわれない服装、ふるまいをする自由がある

同性を好きになることも性の多様性である

Q9.女性

3%
0%

73%
68%

18%
3%

12%
15%

15%
11%

11%
11%

19%
11%

2%
4%

43%
76%

2%
2%

2%
0%
0%
0%

0%
0%
0%
0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男の子は男らしく、女の子は女らしく育てるべきだ

家事や育児は女性がするべきだ

誰でも性別にとらわれない服装、ふるまいをする自由がある

同性を好きになることも性の多様性である

15～39歳

13%
1%

55%
54%

23%
4%

26%
27%

23%
18%

12%
8%

21%
26%

4%
6%

18%
49%

1%
2%

2%
1%
1%

3%

1%
1%
1%
1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男の子は男らしく、女の子は女らしく育てるべきだ

家事や育児は女性がするべきだ

誰でも性別にとらわれない服装、ふるまいをする自由がある

同性を好きになることも性の多様性である

40～59歳

29%
3%

37%
29%

25%
9%

21%
21%

21%
23%

18%
16%

13%
24%

12%
10%

11%
38%

8%
12%

1%
1%

3%
11%

1%
1%
1%
1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男の子は男らしく、女の子は女らしく育てるべきだ

家事や育児は女性がするべきだ

誰でも性別にとらわれない服装、ふるまいをする自由がある

同性を好きになることも性の多様性である

60歳以上

20%

2%

48%

42%

23%

7%

21%

22%

21%

20%

15%

13%

16%

23%

8%

8%

18%

47%

5%
8%

1%

1%
2%

7%

0%

1%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男の子は男らしく、女の子は女らしく育てるべきだ

家事や育児は女性がするべきだ

誰でも性別にとらわれない服装、ふるまいをする自由がある

同性を好きになることも性の多様性である

Q9.全体そう思う 少しそう思う どちらとも言えない あまりそう思わない

そう思わない わからない 答えたくない
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Q１０ あなたは、ご自身が性的マイノリティであると思いますか

Q１１ ご自身が性的マイノリティである方にお聞きします。性的マイノリティであることを
周囲に打ち明けていますか

Q１２ 今まで、あなたの知り合いで、性的マイノリティの方はいましたか

全体的にみると、性的マイノリティの方が１％おられます。

はい
1%

いいえ
90%

わからない
8%

答えたくない
1%

Q10.全体
はい いいえ

わからない 答えたくない

全体的にみると、ご自身が性的マイノリティである方で、周囲に打ち明けている方が６７％お
られます。

周囲に打ち明けている
67%

誰にも打ち明けていない
0%

わからない
33%

答えたくない
0%

周囲に打ち明けている
誰にも打ち明けていない
わからない
答えたくない

はい
17%

いいえ
57%

わからない
25%

答えたくない
1%

Q12.全体はい いいえ

わからない 答えたくない

- 8-



Q１３ あなたは、性的マイノリティに対する差別や偏見のない社会を実現するためには、何
が必要だと思いますか 

- 9 -

気持ちや情報を共有できる居場所づくり

教育現場での啓発活動の実施

専門相談体制の構築

制服など男女で区別されているものに対する配慮

地域住民に対する啓発活動の実施

性的マイノリティを対象とするパートナーシップ制度等の実施 

行政職員や教職員に対する研修の実施

企業等に対する啓発活動の実施（就労における差別の防止など）

医療機関等に対する啓発活動の実施（医療・福祉サービスを受けるときの差別の防止
など）

わからない

不動産業界に対する啓発活動の実施（同性パートナーとの賃貸住宅入居時の差別の防
止など）

必要だと思わない

その他
0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18% 20%

19%

14%

14%

10%

8%

8%

6%

6%

5%

5%

2%

2%

1%

全体

気持ちや情報を共有できる居場所づくり

教育現場での啓発活動の実施

専門相談体制の構築

制服など男女で区別されているものに対する配慮

地域住民に対する啓発活動の実施

性的マイノリティを対象とするパートナーシップ制度等の実施 

行政職員や教職員に対する研修の実施

企業等に対する啓発活動の実施（就労における差別の防止など）

医療機関等に対する啓発活動の実施（医療・福祉サービスを受けるときの差別の防止
など）

わからない

不動産業界に対する啓発活動の実施（同性パートナーとの賃貸住宅入居時の差別の防
止など）

必要だと思わない

その他
0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18%

17%

15%

15%

8%

9%

9%

6%

6%

4%

5%

2%

3%

2%

男性

気持ちや情報を共有できる居場所づくり

教育現場での啓発活動の実施

専門相談体制の構築

制服など男女で区別されているものに対する配慮

地域住民に対する啓発活動の実施

性的マイノリティを対象とするパートナーシップ制度等の実施 

行政職員や教職員に対する研修の実施

企業等に対する啓発活動の実施（就労における差別の防止など）

医療機関等に対する啓発活動の実施（医療・福祉サービスを受けるときの差別の防止
など）

わからない

不動産業界に対する啓発活動の実施（同性パートナーとの賃貸住宅入居時の差別の防

止など）

必要だと思わない

その他
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会社内の弱者への責任押し付け。ブス、デブ等 （女性・ 50歳代）
部落差別、男女差別等、よく言われるSNSでよくあるように思います。 （女性・ 50歳代）

外国人研修生らしき人を見かけて、差別的な発言をする。
外国人車両ナンバーを見かけて、事故したらややこしいぞというような発言
や、揉めた事例などを話す。
保育施設男性職員が女児のトイレ、シャワー介助をする際の偏見。 （女性・ 30歳代）

自分が属しない属性に対する偏見は、本質的になくすことはできないと思いま
す。マイクロアグレッションという考えはそうした自分の内面の差別感情と向
き合い分析する際に有効な場合がありますが、差別者（とマイノリティが考え
る対象）を指弾する概念としては不適切だと思います。（相手を選んでの揶
揄・からかい。） （男性・ 40歳代）
学歴、出身地 （女性・ 20歳代）
体形 （男性・ 50歳代）
女性軽視 （女性・ 40歳代）
児童に対する虐待、異性へのセクハラ、職場や年齢などの上下関係におけるパ
ワハラ、児童虐待、カスタマーハラスメント （男性・ 50歳代）
地域における偏見や差別、田舎だからとか地方だからとか、SNS上のもの、自
身をはじめ、同じ当事者がそうした差別や偏見を受けていると感じる。SNS上
で、被害だけでなく加害側に自身がなってしまうのではないかという不安もあ
る。 （男性・ 30歳代）
容姿、経済力、職業 （男性・ 50歳代）
お金があるかないか。悪口をいう。本人に聞こえるように差別的な言葉を言
う。噂話をいう （女性・ 50歳代）
高齢者とのコミュニティ形成、自分の事だけを押しつける。 （男性・ 70歳以上）
部落差別 （女性・ 40歳代）
出身地や出生、家庭環境 （男性・ 30歳代）
セクハラ、モラハラ、高圧的な態度、威嚇 （男性・ 40歳代）
病気、発達障害など （女性・ 40歳代）

３ 自由意見

Ｑ6-1からＱ6-6以外で記入した差別・偏見について、どのような差別や偏見を感じることがあります
か。具体的にどのような差別や偏見でしたか。
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コロナ感染。嫌がらせ受けて引っ越ししたりする家族もいるみたいで、京都市
や京都南部、大阪など行く時は周りにはなるべく言わずに行ったりもしてまし
たし、かかったら誹謗中傷やうわさが広がるだろうと思い戦々恐々しておりま
した。豊岡と福知山、京丹後、舞鶴、宮津と周辺に通勤や外出している人と京
都市、京都南部などの人に対する差は何でしょうか？同じではないでしょう
か？
コロナの場合、地方では感染者が出たらそのひとに嫌がらせかまたはありもし
ない噂広めるケースがみられます。村八分まがいにしているところもあるみた
いなので他にも、人を区別しすぎていますし、与謝野町外から来た人には冷た
くしすぎる感じもあります。顔なじみの方には親切に話したりと接客や付き合
い方に外と中の違いが激しすぎます。 （答えない・ 30歳代）
学歴、加害側は気付いていない被害者への配慮のない言葉 （男性・ 40歳代）
外国人による日本への理解の無さ （男性・ 20歳代）
職歴、学歴、家柄、犯罪歴 （女性・ 50歳代）
職場での暴言、言葉の暴力 （女性・ 50歳代）
国が国民に対して淘汰しようとしている。国民のためにならない政治こそ、既
得権益者とそうでない人に対する差別です。 （男性・ 30歳代）
外国人が不当に職務質問を受ける （男性・ 40歳代）
結婚後、姑から直接、「母子家庭の貧しい家から嫁はもらいたくなかった」と
直接言われた。嫁・姑の関係もよくなかったこともあると思うが…。今まで
（独身時代）は、そのような事は言われずに居たので、強く心に残っていま
す。 （女性・ 60歳代）

この地域以外（特に都会）から来た人に対し、生活を監視する。私生活の情報
を言いふらす。隣組は入らないと嫌がらせする。陰湿。人にライフスタイルに
介入する。早寝早起きが美徳。役場も朝からうるさい音楽流す。防災システム
の確認というが、朝7時は寝てます‼確認作業は時々でいいのとちがう？てい
うかシステムが昭和。防災システムはスマホでできるように早くして。

（女性・ 40歳代）
職場の上司→特に男性で女性の意見を全く無視 （女性・ 70歳以上）
健常者の方から障碍者にしてバカにバカにする人がいるのでつらい。 （女性・ 70歳以上）
女性であるということ。 （女性・ 70歳以上）
コロナにかかった時に対するもの （男性・ 60歳代）
仕事上の職員間 （男性・ 60歳代）
職業、肩書、出身、門地など、男らしく、女らしく、女のくせに、セクシー、
ピュア （男性・ 60歳代）
高齢者に対するもの、年のせいで仕事がない。面接までいけない。政府は元気
な人は年をとっても働いてほしいと言うが実際に仕事がない。 （女性・ 70歳以上）

性別を理由としたもので高齢者の人達の会話の中で芸能人が女装している男性
に対して「男のくせに」とかいわれるのをよく聞く。自分も100%女装される事
を理解出来ない部分がある。0%で多様性を尊重出来る事を願います。

（女性・ 70歳以上）
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障害者に対するもので障害者グループホームに生活する入居者がホーム周辺を
出歩き悪意はないがフラッと入った民家で老夫婦が驚き世帯主に報告。激しい
批難を受ける。２回訪問し謝罪するが許されず該当者はそのホームに住めなく
なった。 （男性・ 70歳以上）
子供に対するもの、人（ヒト）である以上なくなることは無い （男性・ 70歳以上）
性別を理由としたもので賃金格差 （女性・ 30歳代）
性自認・性的指向等を理由にしたもの、外国人に対するもの、障害者に対する
もの （女性・ 50歳代）
見た目、行動 （女性・ 60歳代）
性別を理由としたもので京都府北部では男社会を強く感じます。例えば学校の
PTA会長は北部ではほとんど男性なのに対し南部では女性の方が多いと聞きま
した。役は男がして当然という風潮を強く感じます。女性が活躍することに対
する大きな障壁です。 （男性・ 60歳代）

教師によるもので教師が子供に対して差別する・暴言をはく等。もう何年も前
の事ですが教育委員会にもお世話になったがその教師は今だに教師をしている

（女性・ 50歳代）
障害者い対するものであの人は精神障害者だから怒らせて殴られても罪になら
ないのでかたらない方がよい。 （男性・ 70歳以上）
弱人者に対するもので性格おおとなしい人等への命令、無視 （男性・ 50歳代）
子どもに対するもので教師の対応 （答えない・ 40歳代）
職業、病名（亡くなった理由）に対するもので義父が認知症でした。義父の元
気だった頃の職業から「○○さんでもこんなになるんやな。みんなであんなふ
うにならんようにしようでと話してるんだ」と言われ悲しい気持ちになりまし
た。認知症に対してまだまだ偏見や負のイメージが根強いんだなと感じまし
た。色々な死因、亡くなられた理由があると思いますが、難病や不治の病に対
して「よう公表しなったな」という言葉をかけられ忌み嫌われているようで罪
悪感を持ちました。 （女性・ 60歳代）
子どもに対するもので過去に教室内で同級生から乱暴なことをされた。ある子
が同級生から無視され孤立した状態にいるのを目撃した。 （女性・ 70歳以上）
メディアにてTV番組で内容は覚えてないが差別、偏見の内容、事柄を知った。
（悪気の有無にかかわらず世の中に差別、偏見が多くあると感じた） （男性・ 40歳代）
未婚によるもの （男性・ 70歳以上）
外国人に対するもので特にないが職場で外国人労働者が多くいるので様々な場
面があり困る事がある （男性・ 30歳代）
障害者い対する嫌悪・同情で上記区分全てにおいて区別・分類は良いがその分
類毎の先入観による思い込みが差別、ハラスメントと思われる （男性・ 60歳代）
独身者に対して性格に難があると決めつける言動 （女性・ 40歳代）
家族・親戚に障害者がある場合の陰での噂や白い目や遺伝に関したり強いては
歴史に遡ってその家系の人物が戦場（合戦）等で人を殺した事があるのかもと
…だから祟りで現在障害者が産まれたり、生まれたりしているのかもしれない
と… （女性・ 70歳以上）
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自治区に対するもので地元の行事、活動を認めてくれない。与謝野町はレベル
の低い人間が多すぎる。常識がどの範囲か理解に苦しむ。 （男性・ 30歳代）
エイジハラスメントで若いんだから出来るとよく言われる （男性・ 20歳代）
移住者に対するもので古い考えの方が多すぎる。年配者への教育が必要だと思
う。 （女性・ 30歳代）
男のくせに・・・のような個人の固定観念によって生じる差別
体調不良を訴えた障害者の方に対して嘘をついてるという決めつけ （男性・ 20歳代）
SNSのコメントで相手が嫌な気分になるような発言をしている人がたまに見
る。 （女性・ 15～19歳）
障害者などに誹謗中傷を言っている。 （男性・ 20歳代）
インバウンドに対するもの マナーが悪いとか 主にアジア圏 （女性・ 50歳代）
認知症があったり、高齢で歩くことに歩行器や杖を使ったりして違うことを指
摘したり、バカにする。 （女性・ 40歳代）
直接、またはSNS上で全体の前での吊し上げ （男性・ 40歳代）
陰口や噂話を聞くことがある。外国人に対して偏見を持っている方がいる。 （男性・ 60歳代）
ある病院の医師が、高齢者や女性に対し、怒鳴りつけていたのを見たことがあ
る。 （男性・ 50歳代）
高齢者に対しては運動能力、外国人に対してはマナー等、NEWSでよく報じら
れている部分です。どうしてもメディアで報じられるとそういうイメージ印象
で見てしまうと思うと思います。障害者に対してもどう接したら良いのか分か
らない不安なところがあると思います。 （女性・ 40歳代）
やはり、支援学校に通っているとか、特別学級・LDなどの特別な子への中傷と
かです。認知症・デイサービスに高齢者が行っているなどへの偏見とかです。
昔からあった事だとは思いますが。 （女性・ 50歳代）
職場などの噂話で「あの人はオカマだ」などの話をして盛り上がっていること
があります。 （女性・ 30歳代）
寡婦に対して誹謗中傷。未だ男尊女卑の風潮が感じられる。 （女性・ 70歳以上）
田舎ゆえ、女性に対し下？という意識が強いと思う。住民のほとんどが65歳以
上のためか考えが古い。 （女性・ 50歳代）
地域が同じで小さい頃からずーとのいじめで、高校でまた同じクラスになり不
登校になり、今も人と人との繋がりが出来ずにいる。生きていてくれることが
嬉しく、雲（心）の晴れる日を楽しみにしています。本人に人の痛みがよくわ
かる子で気もよくつく子でもある。 （女性・ 70歳以上）
私の精神の成長が今の社会に追い付かず、私自身が苦しんでいます。 （女性・ 70歳以上）
主に言葉の暴力 （女性・ 70歳以上）
本人でない家族について （女性・ 40歳代）
○○のくせに、等、言葉によるもの （女性・ 60歳代）
外国人であるだけで、障害があるということだけで、差別的な見方をされるこ
とがあるように思います。 （女性・ 50歳代）
・性別における役割の固定(男たるもの～、女なら～)
・立場の違いをつかって自分が有利なように振る舞う （男性・ 40歳代）
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あの人は外人だと言っている （男性・ 70歳以上）
人の悪口 （男性・ 15～19歳）
以前働いていた京都奉製でのいじめ差別 12年前から4年間働いていた町の施
設(同じ立場の方と大違いで、大量の仕事させられ、又その職場で2度大袈裟を
させられ訴えたい気分である！そのため去年手術し、又来年も手術になりそう
なので慰謝料払ってほしい！ （女性・ 60歳代）
辛抱とか我慢をはっきりと教えていないのでは （男性・ 60歳代）
障害児であるであろう子どもを見て、「あの子は自閉症だ」と、どのような障
害があるのか全く知らないのに勝手に決めつけて陰口を言っていた （女性・ 50歳代）
貧富の差、上から目せん （女性・ 70歳以上）
母子家庭片親だからしかたがない・・・という表現 （男性・ 60歳代）
見た目で嫌がる場面 （女性・ 70歳以上）
障害があるので仕事が出来ないなどと言われる。性格など個人的なことを国全
体を出して判断するなどがある。 （女性・ 50歳代）
知的障害者のクラスに入っています。学習の内容、成績のことなどで別のクラ
スに入っていて他のクラスとの交流がすくないのでクラスへ入りにくさを感じ
ている （女性・ 40歳代）
学校行事(子どもの頃の記憶で)の一部 （女性・ 50歳代）
世間一般ですが、SNSなどのちょっとしたことで誹謗中傷が最近多いと思う （女性・ 60歳代）
障碍者に対する誹謗 （男性・ 70歳以上）
家お大きさや職業を比較して話されたりした事が以前はあった （女性・ 70歳以上）
年齢差又は、考え方の違いが摩擦や偏見を生むと思う （女性・ 70歳以上）
感情の行き違いや考えや思いが異なった時、ささいな事を大げさに周囲に「何
かの理由」をつけて流布する。その何かの理由に使われる事がある （男性・ 70歳以上）
仲間外れ、いじめ、陰口、etc （女性・ 70歳以上）
高齢者とか女性という事で区別され社会の偏見が根強く残っている （男性・ 50歳代）
国においても法が出来なかったり骨抜きになったりする （男性・ 70歳以上）
同級生への無視・仲間外し、東南アジア系・アフリカ系人種への偏見、知的障
害者・精神障害者への理解の欠如、認知症の無理解・対応 （男性・ 70歳以上）
意思疎通ができるかできないかで （女性・ 50歳代）
身なり等個人の自由を周りとの違いを指摘する事など他人の事を自分の尺度で
色々言うのはおかしいと思う （女性・ 60歳代）
バカにする事 （女性・ 50歳代）
出自に関するもの（出身地等） （男性・ 70歳以上）
具体的にはないが、そういう社会の雰囲気があると思う。性に対してもあると
思うが公にはなっていない事が多い （女性・ 40歳代）
今の日本は弱者から破滅します！ そう遠くない将来 （男性・ 50歳代）
障害者に対する偏見、アジア人に対する嫌がらせなど （男性・ 70歳以上）
昔の朝鮮人に対する誹謗中傷、高齢者はガンコだとする悪口等々 （女性・ 70歳以上）
職場で女性が役職に付くのが難しい（女性が上司になると嫌がらせがある）。
障害がある事で、色々と優遇される事への不満を言っている。 （女性・ 60歳代）
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全ては男女平等とは限界が有り、それを差別だ・偏見だと言うはおかしな事と
思います。 （男性・ 60歳代）
「高齢者は全員老害だ」「中国人はマナーが悪いから日本に来るな」のような
過剰な一般化が多く見られます。 （女性・ 20歳代）
”男の子だから”とか”○○才だから”とか （女性・ 40歳代）
悪口のようなものを聞くことがあったり男性は男性らしく、女性は女性らしく
という考え方を聞いたり感じる事がある （女性・ 50歳代）
女性の言う事は聞き入れてもらえない時が有りました。 （女性・ 60歳代）
発達障害者に対して、阿保とか馬鹿とか言う （男性・ 70歳以上）
ネット、SNSの書き込み／自分の夫・母親の発言など（本人は意識していない
こともある） （女性・ 60歳代）
自信のない子や普通より少し違う子供がいじめの対象になりやすい（言葉使
い、様子の違い） （女性・ 70歳以上）
住んで居られる場所で特定する方が時々居ると思う （女性・ 70歳以上）
男のくせに・女のくせにという偏見や考え方 （女性・ 70歳以上）
言葉を理解出来なかった時 （女性・ 50歳代）
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部落差別 男女差別等 （女性・ 50歳代）
都会人と地方人（豊岡のケースは女性にフォーカスされているが女性以外にも
ある） （男性・ 30歳代）
出身地や出生、家庭環境 （男性・ 30歳代）
生活スタイル （男性・ 15～19歳）
人の外観、職場 （男性・ 50歳代）
他地区からの編入者、都会からの転入者 （男性・ 50歳代）
町外からの移住者に対して （女性・ 40歳代）
職場内 （男性・ 60歳代）
病人、独身 （男性・ 70歳以上）
無職、低所得者 （男性・ 40歳代）
相談窓口がいつでも利用出来る （男性・ 50歳代）
学習障害やアスペルガー症等 （女性・ 60歳代）
弱人者 （男性・ 50歳代）
行政の取り組み （男性・ 70歳以上）
今のままで良い （女性・ 70歳以上）
パートナーシップ制度の確立 （女性・ 60歳代）
部落差別 （女性・ 40歳代）
加害者の心のケア （女性・ 30歳代）
自治区の嫌がらせ （男性・ 30歳代）

Ｑ7-1からＱ7-6以外で記入した差別・偏見について、特に町が取り組むべきことはなんだと考えます
か。
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もっと、他に取り組むべきことが一杯あるだろうに。。と思いました。 （女性・ 70歳以上）

与謝野町は歴史と伝統、文化をしっかり守り続けてほしい。所謂サヨク達が必
死になって日本を破壊し続けている昨今、我が与謝野町は先頭に立って日本を
守ってほしい。役所の人間は左傾化した人が多く無いかい？ （男性・ 60歳代）
多様性や新しい価値観に関する施策は是非継続してお願いしたいと思います。
どうしても高齢の方はそういった新しい考え方を自身の中でアップデートしに
くいでしょうし、長く生きてこられた経験則もあるので一定程度仕方ないとは
思います。それでも時代は常に変わっており、それを理解できない地域は成長
しないと思います。少なくとも若者は定着しません。
継続した取り組みで、地域全体で考えていくべきと思います。 （男性・ 30歳代）
人は幸せになるために生まれてきましたので、性的マイノリティで「生きづら
い」と思う人がいるとすれば、それは絶対にその人や家族は守られなければな
らないということ。 （男性・ 60歳代）
正しく知ることからお互いの理解が始まると思えそのような機会を積み重ねる
ことが大切だと思います。 （女性・ 50歳代）
性的マイノリティの権利を声高に叫ぶ活動家の一部に、マイノリティ当事者を
盾にした第二の朝田理論構築が危惧されます。 （男性・ 40歳代）
この話題について、無関係の人はいないので、一人一人が考える必要があると
思います。 （男性・ 50歳代）
近年、性的マイノリティ理解への取り組みはもう十分行われている。言葉に当
てはめるより、自由を認めることが重要。
私は女性ですが、今後もスポーツや温泉、トイレ使用など身体的なことについ
ては、身体的な性別で分別を強く希望する。 （女性・ 30歳代）
与謝野町の議員に、女性がいないことも違和感を感じる町だと思います。
表向きの、業務ばかりして税金の無駄使いはやめましょう。 （女性・ 50歳代）
みんなが気持ちよく生きていける社会になれたらいいなと思います。 （女性・ 15～19歳）
こうしたアンケートを取るということ自体が当町においては画期的なので、多
くの人に協力してもらいたいと思った。一方で、毎回思うが、アンケートを
取って終わりではなく、むしろこのアンケートを取るということは積極的に町
は取り組むという姿勢だと感じるので、町長が陣頭指揮をとって取り組んでい
ただきたいと思っている。一番に専門部署はあっていいかなと思うが、住民税
務課人権推進係でもって今後この分野を取り組んでいけるのか気がかりに思
う。 （男性・ 30歳代）

Q１４ このアンケートに関することや、多様性について、ご意見やご要望などがございましたらご記
入ください。
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オープンにしても何も気にならない社会になればいいと思います。いじめをす
る人こそ差別されるに値する、とも思います。ですが、手厚くしすぎるのはま
た違うともおもっています。正しい知識を持ち、同じ社会で生きる人として認
めること、庇うのでなく、自立を妨げないことができるように、対応面も学
び、一緒に暮らす必要があります。保護するのではなく、認めること。社会的
発達段階を営めるようにすること、子供、高齢者、障害者へのいじめと、性的
マイノリティや、国籍によるいじめは種類が若干違う気もしています。そこを
履き違えることなく受け入れて、よりその人に対して良い方向へ導けるように
する必要があると思います。弱者と強者にならないように。強者は心の中で差
別してる人がいるような気がします。これは、私の偏見かもしれませんが。

（女性・ 50歳代）
偏見はなくならないが、少なくすることは可能だと思いますので、そこを社会
で努力する必要があると感じます。 （男性・ 30歳代）
なかなか自分が住んでいる地域から出なかったり情報がなかったり、情報が
あっても自分ごととしない限りは、偏見は無くならないように思う。情報を伝
え続けることや、実際にその状況になった時にどんな行動は知識があるかない
かで大きく変わらように思うからこそ、正しい情報の提供と、正しい認識を持
つ人を1人でも多く増やしていく必要がある。都会とは違い閉鎖的な田舎だか
らこそ、当事者に会うことも少なく自分ごとになりづらいし、カミングアウト
までできる環境だと言えないのではないかと思う。 （女性・ 40歳代）
14問と言いつつ、枝分かれした問が多すぎる。 （男性・ 30歳代）
町が何が出来ると思いますか？何も出来無いと思います。 （男性・ 60歳代）
正直、このアンケートの質問の内容が「適当」に思えて仕方ありません
他の自治体に便乗しているのではという感じを受けます。多様性についてどう
社会づくりに貢献していきたいのかがまったく明確に伝わってきません。
多様性というのはなにかというのがまず、理解していないような質問に見えて
ます。アンケートするのはいいですが、ちょっと内容的に不愉快です。もどう
これからダイバーシティにしていくべきかと具体的なうアンケートにしないと
いけないのではないでしょうか？。また、地方によってはコロナなどの噂もす
ぐ広まりやすいので、課題がそこから始まるのでダイバーシティに関して理解
は難しいと思います。また、「同性を好きになることも性の多様性である」質
問は非常に失礼です。多様性であり、人それぞれという反面、悩んでいる人た
くさんいますので、これは撤回してください。性別や性自認というところも
ちょっと混同しすぎです。子供も性別で悩んで性自認も悩んでいることもあり
もすのでちょっと残念です。 （答えない・ 30歳代）
多様性を尊重することも大切ですが、まずは与謝野町の財政再建(税収の確保)
を優先すべきと考えます。 （男性・ 40歳代）
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誰もが自分らしく当たり前に、普通に暮らしていけるように、地方において
は、講演会の実施について(教育現場や地域住民向け)、行きたいが行けない方
のための、動画配信等、全戸配布の啓発、広報資料や、進んでいる自治体の取
り組みを参考に、特色ある住み良い町づくりとして、意識改革の定着から進め
てはどうか。 （女性・ 50歳代）
多様性という難しい表現ではなく、誰もが安心して暮らせる社会作りの方がわ
かりやすいのでは？難しい表現ばかりで答えていて、疲れました。ごちゃご
ちゃ同じような言葉を並べた所で、手間を取らせるだけ。アンケートであれ
ば、もっと簡素化して良い。アンケートを取ったのなら、ちゃんと回答は示し
てくださいね。アンケートを取り、データを取り、満足されては困りますよ？
時間を使って答えてますので、結果とそれに対しての与謝野町の回答は必ず！
出してください。よろしくお願いします。 （男性・ 30歳代）
誰もが安心して生きやすい世の中になればいいなと思ってます。突然変えるの
ではなく、一人一人の意識が徐々に変えていく形が望ましいと思います。 （男性・ 50歳代）
弱い立場の人の気持ちがわからない、社会的地位の高い方への研修が必要と考
えます。 （男性・ 50歳代）
男女差別は高齢の方より若い子の方が柔軟に受け入れている様に思います。他
の事に関しても知らない事が差別の目になってしまっているところがあると思
います。ちゃんと知る事で不安が少しやわらいだり受け入れられたりするんで
はないかなあと。もっとオープンにしやすい環境になればいいです。差別受け
る側のサポートも大事ですが、差別の目で見てしまう人を減らす方が大事だと
思います。 （女性・ 40歳代）
なぜ、与謝野町でこんなアンケートをする意味がわからない。逆に何かあっ
た？ （男性・ 40歳代）
性に関する問題等、考えもしなかったので参考になるか分かりません。私なり
に回答しました。 （男性・ 70歳以上）
枠にとらわれない男女のよさをもっと伸ばす取組み。そもそも必要ない枠組み
である。 （男性・ 40歳代）

Q7について。差別・偏見の種類の中に貧困についてがないのはなぜか？親の貧
困＝子の貧困。又、新聞等で見る女子の生理用品の貧困等が取り上げられてい
るが、本町ではないのか？京都市内では学校のトイレに生理用品設置している
所もあるが…。（性の多様性と直接関係ないが）差別・偏見に入ると思う。

（女性・ 60歳代）
すべての差別において幼少期における家庭内（親）の教育の割合が大きいと思
います。親によるすり込みの様な事があると子供は信じてしまい、大人になっ
てもよほどの事がないと変わらないと思います。 （男性・ 60歳代）
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Q4：田舎の常識は都会では非常識です。
Q9:個人の自由‼
Q13:個人で解決するべき。
今テレビで騒いでいるからと言って、こんなアンケートしても意味あるのか
な？それより、もっと個人の自由・プライバシー尊重に取り組むべき。そし
て、行政のアップデート。いつまでも昭和でやってたら若者いなくなる。
役場前の御意見箱（笑）江戸時代か？もっと気軽に広い意見出せる方法考え
て。うるさい音楽も早く止めて～。田舎にはおじいとおばあばっかりやから、
ホモもレズもいないやろ？（笑）それより人口減って町がなくならないように
財政再建がんばれ‼ （女性・ 40歳代）
誰もが多様性やマイノリティに対して理解し認めていくことはとても大切なこ
とだと思いますし、そんな社会になってほしいと思います。一方で、それぞれ
が自分達の権利を主張してばかりでは互いに生きづらくなってしまうので、ど
ううまく折り合いをつけ、互いを尊重していけるかが難しい課題だと思いま
す。 （女性・ 30歳代）
多様性の尊重は一人一人が「自分の問題」として捉えない限り難しい問題とい
えるでしょう。
Q2の問いには笑ってしまいました。
法的に多様性が認知されない限り田舎町では難しい限りでしょうが、どこより
も一歩先に行くなら住みやすい町になるでしょう。いかなる差別もない町こそ
住みやすい町といえるのではないでしょうか。 （女性・ 70歳以上）
今は世の中が変わって来ていますが、大変なことですが教育者の方々に、小さ
い●の会いだに寄り揃って頂けて、見た目では何かなだか解りずらくても教育
者の方々の上下が共に継いで頂きたい、小中高と願います。 （女性・ 70歳以上）
あまり考えた事がないので良く分かりません。 （男性・ 60歳代）
ほんあんけんについては、政治問題化するべきではない。少し騒ぎ過ぎではな
いか！条例等全く必要なし。 （男性・ 70歳以上）
男は男、女は女に生まれてきたので、自分勝手に変更することは神を冒涜する
に等しい。 （男性・ 50歳代）
誰もが自分らしく生きられる社会になればいいなと思います。 （女性・ 70歳以上）
新聞、テレビなどで、よく見にすることだが、私たちの年代で、理解するのは
なかなかむずかしい。 （女性・ 70歳以上）
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自分の身のまわりには、その様な方がおられないので余りわかりませんが、や
はりその様な方がおられれば、はっきりいっていやです。気色が悪いの一言で
す。やはり健全な人間とは言えないのではないでしょうか。今の世の中、そう
いう事で売っている方もたくさん出てきておられますが、正直言って自分の身
内であったなら悲しいです。なぜ、その様な事になったのかつきつめて考える
と思います。そして、そのまま人生を送るのではなく皆で考えて、元の性にも
どるべく考えて行動にうつしていく事こそが大事なのではないでしょうか。そ
れにしても今現在その様になっている方は、もうそれもどうしようもないのか
も知れませんね。そんな自分につきあっていかなければならないのかも。そう
いう方を知らないので本当の所は他人である自分にはわからないのかも。考え
れば考える程、やっかいな事ですね。 （女性・ 70歳以上）
だれもが、対等な立場ですごせるように、いろいろな違いを持った方があるこ
とへの認識や理解をみんなができるようになればと思う。「みんなちがって、
みんないい」 （女性・ 50歳代）

どの様な事が問題でどうしてばいいのかを考えると、受け入れる事ができるの
かどうか、実際のところはわからないですが、性的マイノリティの方も自然に
社会にとけ込んでどなたも受け入れる事が出来たらいいなぁと思います。

（女性・ 60歳代）
時代の流れかも知れないが、役場で取り上げて考えて行くべきことなのかと…
他にも （女性・ 70歳以上）

ＬＧＢＴＱや性的マイノリティの有無に関わらず、多様性という事自体が当た
り前のことであり、「個」を尊重できる社会になるには、やはり意識を持つこ
とがまず第一で、そのためにはやはり「教育」が欠かせないと思います。

（女性・ 40歳代）
まず、今現状の状態をわかるためには、アンケートをとることは意味があると
思うし、第一歩を踏み出したのは良いことだと思います。こういう内容のこと
ですので、一気に物事が変わるという事は無くて、少しづつでしょうし、手間
がかかるんでしょうけども、それでも変化することを恐れていては、駄目だと
思うし、(こういう書き方も良くはないが)弱い人たちを救おうとすることが、
結局大多数の人達の生きやすさともつながっていくと思うので、担当の方々に
はお仕事が大変だとは思うのですが、がんばっていただきたいと、そう思って
おります。 （男性・ 40歳代）
トイレの問題や風呂の問題等具体的なことがまったくできていないのに法律の
方が先に進みすぎたと思う。 （男性・ 60歳代）
テレビ等で話題になっているが廻りで見かけないのでそんなに考えた事がな
い。 （女性・ 70歳以上）
人類皆平等 いつも合手の立場になり1人1人が思いやりの心をもってほしい！
誰に対しても （女性・ 60歳代）
活用される意見がわかりません 何に活用されるのでしょうか （男性・ 60歳代）
知っているつもり、理解しているつもりでも、間違っているかも知れない。正
しい知識を持つ事は大事だと思います。 （女性・ 70歳以上）
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性的マイノリティの方がこの町内で生活するにあたり、日頃どんな時に差別や
偏見を感じていらっしゃるのでしょうか。私自身あまり関心を向けていない事
だなぁとアンケートに答えながら実感しました。町民ひとりひとり、皆様が不
利益を被ることのない住みやすい町づくりをお願致します。 （女性・ 50歳代）
りくつではわかっていてもいざ自分の家族がそうならいやです 古い考えですみ
ません （女性・ 70歳以上）
自由は大切であるし、個人は尊重すべきであると思うが、まだまだ環境が整っ
ておらず、現実的に多様性を受入れた場合の対処法がわからない （女性・ 60歳代）
Q9 精神的に同じような考え方をする。人に近づいていく傾向がある。
むずかしいアンケートでした。気持ちを文字にするむずかしさです。 （男性・ 70歳以上）
1.多様化の意識変化の定着化⇒家庭、学校、地域、行政、府、国 2.法令の整
備⇒同棲婚、相続、就労 3.相続窓口の充実 （男性・ 60歳代）
私のまわりでは特別差別は感じませんが潜在的なものは感じます （女性・ 70歳以上）
差別や偏見のない社会はありえない。心まで変わらない （男性・ 70歳以上）
性別っていうものが存在している以上は完全に男女の差をなくすっていうのは
無理なことだと思うけど少しでも多くの人がのびのびと自分らしく生活してい
けるようになればいいなと思う （女性・ 15～19歳）
性的マイノリティの方だけでなくそうでない人がお互い理解する事がいいと思
う （男性・ 40歳代）
このようなアンケートを数回しても良いのでは （男性・ 50歳代）
障害者問題がなかなか浮かびあがってこない。地域の引きこもり不登校などで
悩みのある者の集いの場が必要だと思います。全然関係ない事ですが役場での
挨拶があまりないので行きにくい雰囲気がある （女性・ 60歳代）
自分の身のまわりにあまり感じた事がないので何が問題なのかよくわかりませ
ん。1人1人の個人を尊重して対等に感じればよくないですか。みんながやさし
い気持ちになってくれれば良いなと思います。 （女性・ 70歳以上）
アンケート結果については町の広報なので公表してほしい （男性・ 60歳代）
女性的な男性、男性的な女性いろいろある性の中で一人一人が言葉使い気配り
が出来れば良いが誹謗中傷の社会では困る。社会全体が大変故に若者の息づら
さも理解するが年寄りから見れば若者の我がままも大変だと思う。 （女性・ 70歳以上）
色々なことが起こり色々な業務があると思いますが、これは特別なことで数も
少ないものだと思います。ですから少ないことをこの様に大きく調査すること
は必要でしょうか？ 専門的な窓口で処理すべきではないでしょうか？ 人権
を配慮しやって欲しいと思います。 （男性・ 60歳代）
大変難しい問題でした （女性・ 70歳以上）
教育現場でも自治体の対応でも「決めつけ」からくる違和感は今までもありま
した。特に高齢の方の意識は変えがたいものもあります（住人でも）。他の事
もそうなのですが「やってます」だけの形だけのポーズだけでない真摯な行
動、施策及びそれを行動に出来る力と姿勢が必要だと思います。 （男性・ 70歳以上）
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国民、町民が一人一人理解を示すには地道な活動が必要であると思います。具
体的にはある程度の人達がそれぞれの意見を出し率先、活動する事が大切で
す。 （女性・ 60歳代）
町がどのようにしていきたいのか、国がどうしていくべきとしているのか、変
えていくことで改善できることなどを分かりやすくチラシなどPRを粘り強く
やっていくことが大切と思います。SDGsにももっと力を入れていく必要があ
ると思います。各区でSDGsの研修会をしてはどうでしょうか。社会への女性
参加などどうしてそういった機会をつくればよいか分かりません。 （男性・ 50歳代）
性的マイノリティはよく話題になる大衆浴場での問題。社会的に認められない
弱人者への社会的支援が必要。 （男性・ 50歳代）
性の多様性については住民（特に高齢者）には理解の遅れている社会だと思
う。差別、偏見のない社会のためには教育（学校、家庭、地域）力と行政施策
と法・条例の力が重要と思う。それぞれの力に期待します。 （男性・ 70歳以上）
性的マイノリティに対する差別や偏見のない社会を実現するために政治や社会
のあり方が変わること （男性・ 70歳以上）
このアンケートで何がわかるのでしょうか？ 相談窓口など充実させたほうが
良いのではないですか？ （女性・ 50歳代）
男性、女性問わず一個人を一人のひととして見る事が一番大切ではないでしょ
うか （女性・ 60歳代）
見て見ぬふりは出来ないと思いますが、あまり考えすぎてもいけないと思いま
す。自然体で過ごせるように廻りの人が気を付けていったら良いと思います。
難しい問題だと思います。 （女性・ 70歳以上）
社会的に少数派となる人達は身近にもいないため正直よくわからないです。昔
に比べ今はテレビ番組、報道で広く広まっています。着実に性の事、差別の事
進歩していると思います。 （女性・ 60歳代）
誰しもが自然体で自由に生きる権利を尊重したい。偏見のない地域社会を確立
してほしい。その為にはまず自分から（遅くはない）意識改革をはかっていき
たい。良い機会を得たと感謝しております。ありがとうございました。 （女性・ 70歳以上）
主婦歴40年。ひがみかもしれませんが。何かを交渉する場合、軽くあしらわれ
ているように思う場合が往々にしてある。与謝野に家を建てる時、そうならな
いように高額になるが大手メーカーに頼んだ（これは正解だった）。実際に工
事に携わるのは地元の業社になるわけで挨拶は無し・上から目線・訴えてもス
ルー…（シャイだから？）。「あなたの偏見です」と言われそうですが、私は
与謝野の人が大方嫌いです。 （女性・ 70歳以上）
このアンケートについて教えて下さい。このアンケートは性的少数者を多く作
ろうと言うのか、それともそういう人が近所に居たら温かな目で見守ろうと言
うのか、もし居たらどのようなかかわりをすれば良いのか？ （男性・ 70歳以上）
個人の意見は大事だけど与謝野町がどうしたいのかわからない。 （男性・ 70歳以上）
法的処置は必要なくその人達の自由で特別な事は不要と思う （男性・ 70歳以上）
Q６，７，８の解答欄の記入はよくわからない。 （男性・ 70歳以上）
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パートナーシップ制度はパフォーマンス。こんな田舎でメリットがあるのか。
一足飛びすぎる。もっと根本的なところから取り組むべき。もっともっと啓発
を。ホームページも作るべき。内容をまず住民に教えてほしい。 （答えない・ 40歳代）
８０歳以上にアンケートは必要無いと思う （女性・ 70歳以上）
身近に出会う事がないので正直わからないままの回答ですみません。人として
の自由に生きていく事を尊重出来る世の中であれば幸せかな？と思います （女性・ 60歳代）
教育現場では性の学習でLGBTQなど多様性について学ぶ機会が昔よりも増えて
いると思うので、そういった考え方にふれる機械を増やしていくことが多様性
の理解にもつながるのではないかと思います （女性・ 40歳代）
いくらアンケートしてもこの国はなにも変わらないですし、制度作りする方が
裕福だから気持ちがわからないですから （男性・ 50歳代）
高齢者には難しく思われるアンケートでした （女性・ 70歳以上）
自分の回りにおられないので良くわかりません。テレビ等で知る位ですが自分
の子供とかがそうだったら世間体が気になり悩み、要求が沢山出て来てQ13-①
～⑩全部必要と思うかも知れません。 （男性・ 70歳以上）
現代社会の発展、変動と共に人間社会における考え方にも変化が起きていま
す。いじめ、セクハラ、パワハラ、シニアには理解出来ない言葉です。特に性
の問題については考える方も悩む問題であります。相談する方は勇気がいりま
すし相談される方は知識がいります。特に田舎はうわさも気になる所です。言
葉は安心も出来ますが傷つける事もあります。自分自身を含め差別、偏見は絶
対しない様にしましょう。何も出来ないのであれば見守りましょう。私自身こ
れを実行したいと思います。 （女性・ 70歳以上）
若年の方（良し悪し）の判断が出来ない者も多く居るので判断が出来ない人が
差別、偏見を行ったとしてもしょうがないと思う。悪意ある行動は対処する窓
口等があれば良いと思う（あるのかもしれないが知らない） （男性・ 40歳代）

社会全体の考え方、基本はやはり「教育」なのではないでしょうか。親から子
ももちろんですが、その「家」の考え方や自分自身「親から聞いた聞かされた
～」etc、そういう中で学習する事、してきた事は「性」の問題に限らず大切な
事だと思います。その一環を担うのが行政で広報活動や専門機関への橋渡し
又、学ぶ場所（講演会）などを設け広くこのことが「あたりまえ」となる暮ら
しが根強く、そのような社会が実現出来れば子どもの頃からどんな人や環境の
中でも生きていく事が可能になるとアンケートを書いて思いました。

（女性・ 60歳代）
普通に育てていたのに… こういう方向に子供達、孫達がいれば心配もします。
共有する居場所等はあるといいと思います。…あまり関心がないのでわかりま
せん。相談する所・いままで色んな事に遭遇しましたが自分達で解決にいかな
ければなりません…相談する所へは一度いきました。 （女性・ 70歳以上）
性的マイノリティにかかわらず「生きづらい」と感じる人が「生きやすい」と
感じられるようにする、社会にする責務は行政にあると思いますので、その
人々に寄り添える施策を考え実施してほしいと思いました。 （女性・ 60歳代）
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差別や偏見のない社会の実現よりも、差別や偏見がある前提でどのように支援
するか対策をすべき。差別や偏見はどんな人物についてもなくなる事はない
（無意識に区別し自分の見方で相手を見てしまう）ので、なくすのではなく救
いを求める人を救済すべきと思う。 （男性・ 60歳代）
行政が多様性についてのアンケートをする時代になったんだと昔と比べた変
化・変様を感じた。区長や組長、教育関係の長など男性中心なままの与謝野町
では発展がみこめないように思う。 （男性・ 70歳以上）
性的マイノリティの人達は何故そうなるのか分からないが、男女が全く同じで
はないし、それぞれの性が与えられている能力も有ると思う。結婚は男女がす
るものであって同性が結婚する事は無理だと思える。同性で住んでいるのは問
題ないが、男性の姿のまま女性専用の場所（銭湯とか）に入れる様にするのは
いかがなものかと思う。国籍が違う事を偏見や差別する事は有ってはならな
い。只、地方の文化に溶け込もうとする努力は有っても良いのでは？ その手
助けをする為に行政が動くのは良いが、地方の文化を壊す様な自分勝手な行動
は許されないと考える。 （男性・ 70歳以上）
多様性について差別や偏見を感じる事ではないが、昭和生まれの私としては神
様が男と女をお作りになった以上、人類を滅亡させない為にもやはり男性は強
く優しく、女性は優しくそれでいて芯が強く、お互いが支え助け合って行く事
で世の中がスムーズに成り立って行くのではと思えるのですが… （女性・ 70歳以上）
周囲に該当する人が居ないのか、隠しているのかで性的マイノリティについて
考える事が無かったです。テレビとかで知る位なので、もし隠さないといけな
い人が居るならば、もっと自由になれば良いと思います。 （女性・ 60歳代）
高齢者に付きアンケートの具体的に理解しにくいです。世の流れに行き過ぎに
は歯止めが必要と思います。 （男性・ 70歳以上）
問題が問題で有り正解と言うのは無いかも知れません。もともと教育を受けた
様には無いと思っているので前向きには接しています。方向性を明示して考え
させる事が全ての面で必要かなと思いますが… （男性・ 60歳代）
性的マイノリティを特別視している現状ではどうしても偏見や差別は残ってし
まうので、少しずつ教育の中で”そういう在り方もある”ということを教えて
いってそれが普通だと思える社会にしていくしかないのかなと思います。ただ
それに対して嫌悪感を抱く人に対して、処罰を与えるとなるとその人の自由を
否定することになるので、多様性を認められる社会をつくるには長い時間と労
力が必要だと思います。こういう取組は素晴らしいと思います。より良い町に
なることを願っております。 （女性・ 20歳代）
年寄りにはわかりにくい （男性・ 70歳以上）
自分自身んも近くに障害の方他がいないためどこか他人事のように思ってし
まっている。色々な人とかかわりを持つ、接する場所が多くあれば関心を持つ
ようになるのかと思う。ただ、日々忙しい。 （女性・ 50歳代）
TVからの情報しかありませんので特に意見や要望もなく返答することが難し
かったです。 （女性・ 70歳以上）
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少しづつでも理解できる様な勉強と知識を身につけることで分かり合えること
（女性・ 70歳以上）

陰に潜んでいる問題なので回答が難しかった （女性・ 70歳以上）
近年ニュース等、情報発信されることが多くなっているので少しずつですが理
解出来つつあります。自分の年齢的にもこれまで男、女と分けられた（区別さ
れた）生活や教育を受けてきたので、なかなか受け止めにくいこともあります
が、一人一人が幸せに生きるため個々の特性は認めていくべきと思います。地
域のいろいろな組織や行政の現状が、男性優位であることに違和感を感じてい
ます。 （女性・ 60歳代）
与謝野町の人権推進、関係者はこれまで「多様性を重視する社会づくり」に対
して具体的にどのような取り組みをされてきたのか、こっちが聞きたい。町の
この問題に対する現状が不明であるので答え難い。アンケートは自分の考えが
ない者、または自分の考えに行き詰った者がするものと相場が決まっている。
今後、「多様性を尊重する社会づくり」をしている振りをするためのアンケー
ト調査であるなら言語道断である。 （男性・ 70歳以上）
こういったアンケートどうでしょうか。はい、いいえで答えられることばかり
でなく事実と異なることもある。問題が起こっているのであればみんなで考え
る必要はあるが、どうなのでしょうか。やさしい思いやりのある町づくり程度
でよいのでは？ （女性・ 70歳以上）
男の子、女の子の大人からの考え方は、生まれた子どもに性別を区別した名前
をつける時から始まり、赤ちゃんの時からの育てる中で伝えてしまっているの
かなと思うので、赤ちゃんからの区別をなくすように意識している（してほし
い） （女性・ 60歳代）
あまり心良く思っていない。なぜこの様な市民権を得たのか疑問 （男性・ 60歳代）

自治区の嫌がらせを何年も受けている。与謝野町はそれらのメンバーが与謝野
を主体とする自営業者の為にかばい味方をしている。情けない。町長に言って
も動かないと思うが伝えてほしい。自分さえ良ければそれでいい。これが与謝
野町である。全国で一番最低ですよ。もっともっと努力。心が腐っている。

（男性・ 30歳代）
くすぐるカード等、謝礼があったほうがより協力的かつ内容が濃いアンケート
結果が多く集まると思います。 （男性・ 40歳代）
ゲイ・レズビアンは私には理解出来ないが、他人に迷惑かけなければ良いので
は （男性・ 70歳以上）
差別、偏見の定義が不明確 （男性・ 60歳代）
国がLGBT法を施行したから各自治体でもという成り行きでしょうか。でもそ
もそも今の憲法や教育基本法がしっかり自覚され守られていたら全ての事につ
ながります。障害者も高齢者も女性も…。部分的になんとかしよう（お上か
ら）言われたからなんとかしようというすすめ方では解決しないと思っていま
す。 （女性・ 60歳代）
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私が育った時代、環境でまわりに誰もおられなかったので何も思わず大きく
なったけど、今の時代いろんなことが変わってきて何でも受け入れ、こうでな
いといけないなんてことはないのだと。まず年寄りも考え方を変えないと、い
けないと思う今頃。 （女性・ 60歳代）
性的マイノリティで苦しんでいる方の心を軽くすること、相談であったり、窓
口であったりが必要かなと思います。 （女性・ 70歳以上）
自分の周りには性的マイノリティの人がいないので、自分事としてはあまり考
えられません （女性・ 50歳代）
男尊女卑の男考がまだまだ田舎では根強い。特に与謝野町は女性議員がいない
現状。町内の役職においても女性の位置付けはほとんどなく男性のみ。女性の
枠付けを設けて女性の地位を向上させるべきである。 （女性・ 70歳以上）
幼い子は男女や外国人という偏見は無い。そういう風に思い込ませるのは大人
だと思う。集団生活の中で”男の子””女の子”と分ける必要はない。教育現場で
の先生の発言も大きな要因になりうると思う。大人の発言や行動で差別や偏見
が生まれていくと思う。必要以上の啓発活動もよけいに差別や偏見を生む。”差
別””偏見”と言う言葉こそが、差別や偏見につながると思う。古い考えを変えて
いくほうに力を入れるべき。 （女性・ 30歳代）
地道に啓発していくことが大切であると思います。すぐには考えは変わらない
と思いますから。 （女性・ 50歳代）
大変むずかしいアンケートでした。私自身は差別をしないし偏見もない。人は
みな自由です。問題にするのがおかしいような気がしますが、主人などは私が
おかしいと言いますが、主人のような人が多いと思います。今はしかたない。
それも自由です。 （女性・ 70歳以上）
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